
- 1 -

徳島県シルバー大学校大学院ＩＣＴ講座（プログラミング）

運営業務公募要領

とくしま“あい”ランド推進協議会は，徳島県シルバー大学校大学院ＩＣＴ講座（プ
ログラミング）運営業務を委託するに当たり，次のとおり公募型プロポーザルにより企
画提案を募集する。

１ 業務概要

（１）業務名
徳島県シルバー大学校大学院ＩＣＴ講座（プログラミング）運営業務

（２）業務の趣旨・目的
高齢者が生きがいを持って生活し，地域社会の重要な担い手として活躍できる環境

づくりを図るため，専門的で高いレベルでの学習機会を提供し，卒業後は，社会貢献
活動を推進する人材を養成する。
特に，徳島県シルバー大学校大学院（以下「大学院」という。）ＩＣＴ講座（プロ

グラミング）では，卒業後において，主に小学校のプログラミング教育に対する支援
に関し，担当職員のサポートからインストラクション能力を有するゲストティーチャ
ー等まで幅広く対応できる人材の育成を図る。

（３）業務内容
別紙「仕様書」のとおり

（４）契約期間
契約締結日から令和８年３月５日までとする。

※ 注意事項
感染症の影響等により，本事業の一部又は全部を実施しない場合がある。

（５）見積限度額
3，１００千円（消費税及び地方消費税を含む）

2 参加資格要件

このプロポーザルに参加する資格を有する者は，次に掲げる要件を全て満たす者と
する。

（１）事業の実施に当たり，とくしま“あい”ランド推進協議会や関係者との打ち合わ
せ等に適切に対応できる体制が整っていること。

（２）「１（２）業務の趣旨・目的」の達成に向け，業務を適正に運営できる知識，技術
等を備えたスタッフを有していること。

（３）徳島県内に本店，本部，又は支店，支部等を有していること。

（４）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当する者でな
いこと。
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（５）徳島県物品購入等に係る指名停止等措置要綱に基づく指名停止又は指名回避の措置
の対象となっていない者であること。

（６）役員に，次のいずれかに該当する者がいないこと。
① 成年被後見人又は被保佐人
② 破産者で復権を得ない者
③ 禁錮以上の刑に処せられ，その執行を終わり，又はその刑の執行を受けること
がなくなった日から２年を経過しない者

（７）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て，民事
再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立て又は破産法
（平成１６年法律第７５号）に基づく破産手続開始の申立てがなされた者及びこれ
らの手続中である者でないこと。

（８）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７
号）第２条第２号に規定する暴力団及びその利益となる活動を行う者でないこと。

（９）徳島県暴力団排除条例（平成２２年徳島県条例第４０号）第６条に規定する排除
の対象となっていないこと。

（10）特定の政治活動又は宗教活動等を主たる目的とする団体，公序良俗に反する等適
当でないと認められる者ではないこと。

3 スケジュール

令和７年１月２４日（金） 公募開始
令和７年２月 ７日（金）午後５時まで 質問受付締切
令和７年２月１８日（火）午後５時まで 企画提案参加申込書等提出締切
令和７年３月 ７日（金）午後５時まで 企画提案書等提出締切
令和７年３月中下旬（予定） 選定委員会

（プレゼンテーション開催）
審査結果通知

令和７年４月上旬（予定） 契約締結

4 企画提案参加の手続き等

（１）提出件数
１団体が申請できる件数は，１件とする。

（２）提出場所・問合せ先
〒７７０-０９４３
徳島市中昭和町１丁目２番地
とくしま“あい”ランド推進協議会
電 話：０８８－６５５－５０８０
ﾌｧｸｼﾐﾘ：０８８－６５５－３００２
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（３）企画提案参加申込書等の提出方法
プロポーザルに参加しようとする者は，次のとおり企画提案参加申込書等を提出す

ること。

①提出書類
内 容 大きさ 部数

ア 企画提案参加申込書（様式１） Ａ４版 １
イ 公募型プロポーザル参加資格確認書（様式２） Ａ４版 １

②提出方法
持参（土・日・祝日を除く午前９時～午後５時）又は郵送（書留郵便に限る）によ

ること。

③提出期限
令和７年２月１８日（火）午後５時必着

（４）企画提案書等の提出方法
①提出書類

内 容 大きさ等 部数
ア 企画提案書（様式３） Ａ４版 ８

※仕様書及び公募要領「７ 審査項目等」を参
考に作成すること

イ プレゼン用資料 Ａ４版 ８
※パワーポイントで作成し，紙媒体（８部）の
ほか，電子ファイルをメールで送信すること

ウ 団体概要書（様式４） Ａ４版 ８
エ 法人の場合は登記簿謄本（履歴事項全部証明書） 所定様式 １

個人事業主の場合は開業届のコピー
オ 見積書（任意様式） Ａ４版 ８

※経費の内訳や積算がわかるように記載するこ
と

カ 参考資料（企画提案内容等を補足する資料） 任意 ８
※提出は任意

②提出方法
持参（土・日・祝日を除く午前９時～午後５時）又は郵送（書留郵便に限る）に

よること。
プレゼン用資料（電子ファイル）の送信先は次のとおりとし，電子メール送信後

は，必ず電話により着信を確認すること。

メールアドレス：kanazawa@ailand.or.jp

③提出期限
令和７年３月７日（金）午後５時必着

（５）参加辞退
企画提案参加申込書提出後にプロポーザル参加を辞退する場合は，応募辞退書（様

式５）を提出すること。
なお，提出は，持参（土・日・祝日を除く午前９時～午後５時）又は郵送（書留郵

便に限る）によること。
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５ 本業務における質疑応答

（1）質問受付の期限
令和７年２月７日（金）午後５時まで

（２）質問の提出方法
当該公募に係る質問は，大学院ＩＣＴ講座（プログラミング）運営業務質問書

（様式第６号）により電子メールで送付すること。
なお，電子メール送信後は，必ず電話により着信を確認すること。

メールアドレス：kanazawa@ailand.or.jp

（３）質問の内容
原則として，当該業務に係る条件や応募手続きに関する事項に限るものとし，他の

事業者からの提案書提出状況や見積額に関する内容等は受け付けない。

（４）質問に対する回答
質問受付期限到来後，全ての質問事項について，質問者全員に電子メールにより回

答する。

６ 委託候補者の選定方法等

（１）応募書類の評価（採点）は，提出された企画提案書について，別に設置する選定
委員会が行う。
なお，選定委員会は非公開とし，評価内容に関する質問や異議は受け付けない。

（２）選定委員会は，企画提案等の内容について審査し，順位を決定するものとする。

（３）選定に当たっては，提案者によるプレゼンテーションを実施する。

（４）プレゼンテーションの時間と場所は，企画提案参加申込書を提出した団体のみに
通知する。

（５）選定結果は，委託候補者の選定後，速やかに全ての提案者に通知する。

７ 審査項目等

次の審査項目及び配点（合計１００点）により評価（採点）審査を行い，各委員の
評価（採点）の合計点が最も高い者を採択案件とする。得点が同点となった場合は，
選定委員の協議により決定することとする。

（１）提案者の事業実行力（３０点）
① 本業務に精通したノウハウや，類似業務の受託実績など，本業務を履行する上
での強みが認められるか。

② 提案者が小学校プログラミング教育の意義やねらい等を理解しているか。
③ 本業務積算の妥当性・効率性はみられるか。
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（２）実施内容の妥当性について（計７０点）
① 講座カリキュラムの内容(５０点)
ア 学生自身の「情報活用能力」が育成されるとともに，「プログラミング的思
考」の習得ができるような内容となっているか。

イ 講座内容の項目や時間配分は，業務の目的達成に向けた体系的でバランスの
とれた内容となっているか。
ウ 参考に提示する別紙「仕様書」の「ＩＣＴ講座（プログラミング）講座カリ
キュラムのイメージ（別紙２）」のほか，独自性や創意工夫が見られるか。

エ 卒業試験に向けての計画性や，卒業試験に対する考え方があるか。
オ 大学院卒業後には，小学校からの支援要請に速やかに対応できる内容となっ
ているか。

② 運営体制（２０点）
ア 本業務遂行に十分な組織体制及び講師派遣計画などの実施体制が整うととも
に，柔軟な対応ができるか。

イ 本業務に積極的に取り組む姿勢が見られるか。

８ 委託経費の計上に係る留意事項等

（１）対象となる経費
① 人件費（社会保険料等を含む）については，雇用の必要性及び金額（人数，時間，
単価）の妥当性を判断の上，計上すること。

② 消耗品費については，各種事務用品，書籍類，その他業務の実施に直接必要とす
る消耗品を対象とする。

③ 印刷製本費については，提案者が自ら作成するテキスト，資料，その他業務実施
に係る印刷物等の印刷製本又は複写に要する経費を対象とする。

④ 通信運搬費については，はがき・切手代，郵送料，宅配便等の料金，物品等梱包
発送による運搬料とする。なお，切手を購入する場合は，必要最小限の枚数とし受
払簿等で適切に管理すること。

⑤ 借損料については，機械・物品・用具・設備等の借料やリース料（見積書・請求
書等には，使用期間，数量等を記載すること。）を対象とする。

⑥ その他業務実施のため必要と認められる経費

（２）対象とならない経費
① 次の経費は，原則として，とくしま“あい”ランド推進協議会が負担するため，
計上を要しない。
・会場使用料及び会場で使用するインターネット接続料
・学生が使用するパソコン等の機器類
・学生が使用する教材等
ただし，別紙「仕様書」の「ＩＣＴ講座（プログラミング）講座カリキュラム

のイメージ（別紙２）」に記載のない教材等については，提案者の負担となる場
合があるので，事前に協議を要すること。

② 次の経費は，原則として学生負担とするため，計上を要しない。
・講座で使用するテキスト等のうち，出版物など購入可能なテキスト等
ただし，テキスト等の合計金額が２万円を超える場合は，事前に協議を要する

こと。
③ 備品については，原則として対象としない。
④ 本業務の実施に直接必要がない経費
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９ 契約締結

（１）提案が選定された者は，企画競争の実施の結果，最適な者として選定した者であ
るが，契約手続きを完了するまで契約関係を生じるものではない。また，業務の実
施に際しては，提案内容をそのまま実施するものではなく，選定後に契約予定者と
とくしま“あい”ランド推進協議会が協議・調整を行った上で，双方が合意に至っ
た場合に契約を締結する。

（２）契約予定者との協議が整わなかった場合は，その選定を取り消すとともに，選定
委員会において次点となった者を契約予定者とし，契約内容の協議等を行った上で，
契約を締結する。

（３）とくしま“あい”ランド推進協議会との協議が整った場合は，契約予定者から改め
て見積書を徴し，内容を精査の上，委託契約を締結する。

（４）本業務の実施に当たり，とくしま“あい”ランド推進協議会は委託契約期間の間，
業務の進捗状況について受託者に報告を求めることができるものとし，その状況に応
じて業務内容の見直しについて，受託者と協議できるものとする。

（５）受託者は，本業務の実施に当たって知り得た知り得た秘密を他に漏らし，又は自己
の利益のために利用しないこと。また，成果品及び業務履行過程で得られた記録を第
三者に閲覧させ，複写又は譲渡しないこと。ただし，委託者の許可を得た場合はこの
限りでない。

１０ その他の留意事項

（１）このプロポーザルの参加に要する費用については，選定結果にかかわらず参加者の
負担とする。

（２）提出された企画提案書，その他書類は，返却しない。

（３）提出された企画提案書の差し替え及び再提出は，原則認めない。
ただし，書類の不足及び不備の補完，内容不明点の確認のほか，必要に応じ，追

加資料の提出を求める場合がある。

（４）提出された企画提案書は，当該提案者に無断で二次的な使用は行わない。

（５）原則として，本業務の全部又は一部を第三者に委任し又は請け負わせてはならない。
ただし，業務を効率的に行う上で必要と認められる場合，事前にとくしま“あい”ラ
ンド推進協議会の承諾を得た上で，業務の一部を委託することができる。

（６）業務の実施に当たっては，とくしま“あい”ランド推進協議会と十分協議しなが進
めるものとする。

（７） 本手続は，次年度の予算成立を前提とした手続であり，予算成立後に効力を生ず
る業務であるため，予算案が成立しない又は本件予算が削除された場合は，契約を
締結しない。


